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磯場の微地形の定量的評価の試み(そ の2)
ESTIMATE ON THE EFFECTS OF MICRO-TOPOGRAPHY OF A ROCKY COAST (PART 2)

檜 山博昭1・ 岡村知忠2・ 廣海十朗3・ 大塚哲哉4
Hiroaki HIYAMA, Tomotada OKAMURA, Juro HIROMI and Tetsuya OOTSUKA

1正会員 農修 五洋建設(株)技 術研究所環境研究所(〒329 -2746栃 木県那須郡西那須野町四区町

1534-1)

2工修 五洋建設(株)技 術研究所環境研究所(〒329 -2746栃 木県那須郡西那須野町四区町1534-1)

3農博 日本大学教授 生物資源科学部海洋生物資源科学科(〒252 -8510神 奈川県藤沢市亀井野1866)

4国際航業(株)国 土マネジメント事業本部 水域環境部(〒191-0065東 京都 日野市旭が丘3-6-1)

It was confirmed that the horizontal recession made from the visor and notch was effective to expand the
inhabitable space for marine periphytons in mediolittoral zone (Hiyama,et.al 2001). However, it was thought that this
was a peculiar phenomenon because the field investigation was conducted at a single point. Therefore, we conduct
field observation at other points to verify the effect of the horizontal recession.

From the observations at the Miura Peninsula and Manazuru Peninsula in the Sagami Bay, it was reconfiremed
that the horizontal recession is effective to expand the inhabitable space for marine periphytons.
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1.　は じめ に

前報1)では微地形の内ひさし ・ノッチによって形

成される水平 くぼみの規模や形態が生物相形成に与

える影響を明らかにす る事を 目的 として,神 奈川県

三浦半島油壺周辺の岩礁域調査を行った.そ の結果

水平くぼみが有する隠蔽効果 により上方および下方
への生物分布域の拡大が認められた.

しかし,前 調査は1地 域の特定の波浪環境下にお

いて認められた現象であるためどのような場所にお

いても適用できるとい う結果は導き出せなかった.

この為,本 調査では,波 浪環境の異なる地点及び異

なる地域においても同様な現象が認 められるかを検

証するため新たに現地調査を行った.ま た,調 査の

際に付着生物などの餌料になっているであろう微細

藻類(付 着珪藻)の 採取も同時に行 った.本 報告は,

現地調査によって得 られた知見を報告するものであ

る.

2.　調査方法

調査対象とした地点は,神 奈川県三浦半島油壺マ

リンパーク地先,胴 網海岸地先,お よび相模湾 を挟

んだ対面側の真鶴半島ケープパ レス地先の3地 点と

した.各 調査地 点(図-1)の 天然岩礁 において,2001

年5,6,9月 に動植 物,付 着珪 藻の調査 と,各 地

形ユニ ッ トの諸元測 量を行 った.

3地 点の岩礁域 に各6測 線 を設 け,測 線 に架か る

水 平 くぼみ ・平坦部 を調査対象 とした.

(1)　各調査地点の特性

三浦半島の調査地点であるマ リンパーク地先,胴

浜海岸地先は半島西側に位置 してお り,外 洋からの

波浪に対しては三浦半島によって遮蔽されている.
マ リンパーク地先は西向きに相模湾に面 してお り,

対岸の伊豆半島までは最大で約60kmの 吹送距離があ

る.こ れに対 して胴浜海岸地先は北か ら東向きに小

さな湾である小網代湾に面 しているため,対 岸まで

の吹送距離は約3kmと 短 く,波 浪が静穏な地点であ

る.
一方
,真 鶴半島は相模湾東部に位置する小さな半

島であり,そ の先端部ある調査地点であるケープパ

レス地先は南向きに外洋に面 している.こ のため,

外洋か らの波浪を直接受ける.

したがって,波 浪の強さはケープパ レス地先>マ

リンパーク地先>胴 浜海岸地先の順 となる.

各調査地点の磯場の状況を写真-1,2,3に 示す.
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図-1　 調査地点位置図

(2)　生物の計測

磯場に生息する生物の計測は,目 視調査により被

覆率 ・個体数現存量を求めた.

個体数現存量の計測は,微 地形ユニッ ト内の全量

計測によって行った.な お,平 坦部の対象面積が大

きい場合には30×30cmの 方形枠内の計測 とした.

付着珪藻は岩面を歯ブラシで擦ることにより採取

し,採 取後,直 ちにホルマリン固定を行った.

(3)　地形の測定

ひ さしとノ ッチに よって構成 され る1つ の独立 し

た水平 くぼみを微地形ユ ニ ッ ト(図-2参 照)と して取

り扱い,各 微地形ユニ ッ トについて以下の項 目の測

定 を行 った.

なお,平 坦部(水 平部 ・垂直部 ・傾斜部)に つ い

て も水平 くぼみ部の対象 と して同様の調査 を行 った.

写真-1　 マ リンパー ク地先地点状況

写真-2　 胴網海岸地先地点状況

写真-3　 ケ ープパ レス地先地点状況

図-2　 微 地形ユニ ッ ト
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a)　測定項 目

・照度 ,湿 度,温 度
・地盤高 さ,開 口方角,開 口角度
・幅お よび各部位 寸法(図-3参 照)

b)　測定方法

・照度 ,湿 度,温 度:微 地形 ユニ ッ ト内部 と外部

を機器 によ り測定
・ユニ ッ ト地盤高 さ:レ ベル に よ り測 定

・ユニ ッ ト開 口方 向:コ ンパスに よ り測 定

図-3　 微地形測定部位

4.　調査結 果

(1)　出現生物

調査時に確認 された生物は,紅 藻植物10種,褐

藻植物5種,緑 藻植物5種,海 綿動物3種,腔 腸動

物5種,環 形動物2種,触 手動物1種,軟 体動物37

種,節 足動物13種,棘 皮動物3種,原 索動物3種 で

あった.調 査地点毎の出現生物一覧を表-1に 示す.

(2)　出現付着珪藻

調査によって確認 された付着珪藻は17属35種 類

(変種,品 種を含む)で あった.調 査地点毎の主要

出現種一覧を表-2に,代 表種を写真-4に 示す.

表-2　 出現付着珪藻主要種一覧

Tabularia fasciculata

Achnanthes angusta

写真-4　 付着珪藻2種

表-1　 出現付着生物一覧
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(3)　地形

調査の対象 と したユ ニ ッ ト数はマ リンパー ク地先

で101ユ ニ ッ ト,胴 網海岸 地先 で116ユ ニ ッ ト,ケ ー

プパ レス地先で82ユ ニ ッ トであった.調 査ユニ ッ ト

の計測範 囲の一部 を表-3に 示す.

表-3　 調 査ユ ニ ッ ト緒元

(4)　水平 くぼみの効果

調査で確認された生物の内,固 着性生物および移

動能力の低い動物(11種)の 垂直分布 と水平 くぼみの

関係を図-4に示す.

調査を行 った3地 点の平坦部における付着生物の

垂直分布に差異が認められた.こ の差異は分布域の

変動のみならず,分 布範囲の増減を含む形になって

いる.種 によってその差異の形態は様々であるが,

胴網海岸地先の分布域がほぼ3地 点の分布域に値 し,

マ リンパーク地先が下部を,ケ ープパ レス地先が上

部を分布域にする種が多い.ケ ープパ レス地先では

生物の分布域が小 さくヒ ドロ虫や ヒザラガイの2種

では平坦部への生息が認められなかった.

水平くぼみの効果は,平 坦部における地点間差異

の顕著 な生物種ほど現れやすい傾 向にある.特 に

ケープパ レス地先の平坦部で生息が認められなかっ

た2種(ヒ ドロ虫 ・ヒザラガイ)は,水 平 くぼみの存

在が生物の垂直分布域の拡大に顕著な効果を示 した.

通常,潮 間帯を中心とした部分において生物群集

は著 しい構造特性を示す.こ の構造特性は潮汐 と波

浪の影響によって形成 される2).こ のことか ら,平

坦部における分布範囲の差異は波浪の影響によるも

のと考えられ,水 平 くぼみの効果も波浪影響に関与

するものと考えられる.

(5)　隠蔽度

水平 くぼみの規模を数値で表すことを目的に隠蔽

度 とい う概念を前報1)で規定 した.

隠蔽度=内 部表面積/開 口部面積

隠蔽度 とは,水 平 くぼみの間 口の広 さ(開 口部面

積)に 対するくぼみ内部の広 さ(内 部表面積)の 比

を表す ものである.こ のため,隠 蔽度1は くぼみの

ない平坦部 を表すこととな り,1以 下の数値は存在

しない.ま た,く ぼみが深 くなると隠蔽度は大きく

なる.隠 蔽度は面積の比を表す度数であるため,開

口部高 さと奥行き長 さの関係だけでなく,水 平 くぼ

みの形状 も考慮されている(例 えば隠蔽度2で 開口

図-4　 生物種毎の地点別水平くぼみの効果
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部 高 さ4cmの 水平 くぼみ でその形状 がV字 型 の場合

は,奥 行 き約3.5cmと なる.し か し,形 状 が矩形 の

場合 には奥行 き約2.0cmと な る.).

水平 くぼみの効果 が特 に顕 著にみ られた付着生物

2種(ヒ ザラガイ,ヒ ドロ虫,カ ンザシ ゴカイ科)に

つ い て地点毎 の隠 蔽度 と分布標 高の 関係 を 図-5～

図-7に 示す.な お,隠 蔽度6以 上のデー タは図の読

み とりが煩雑 となるため図よ り削除 した.な お,図

中のプロッ トは調査 によって生物種 の確認 され た地

点 にお ける標高お よび地形 隠蔽度 を示 した ものであ

り,直 線 は生息域の拡大を示 す.

隠蔽度 の効 果 の表れ 方 は,生 物種 お よび地 点 に

よって異な る.標 高 が高 くなる方への生息域 の拡大

は ヒザ ラガイのマ リンパー ク地 先,胴 網 海岸地先,

ヒ ドロ虫の胴網海岸地先,ケ ープパ レス地先,カ ン

ザ シゴカイ科のマ リンパー ク地先,胴 網海岸地先 で

は隠 蔽度1.5で 生 息域 の拡 大 が充分行 われ てい る.

他 は隠蔽度2.5～3.0で 生息域 の拡 大が見れ る.ま た,

低 い方へ の拡 大 は ヒ ドロ虫 のマ リンパ ー ク地 先,

ケー プパ レス地先 で は顕 著 であ り,隠 蔽度2.5程 度

で生息域の拡大が見れ る.他 の組 み合 わせで は低い

方への生息域の拡大 はあま り顕 著に見 られなか った.

例 えば間 口の高 さが4cmのV字 状 の水 平 くぼみが

ある場合,隠 蔽度1.5と は,約2.2cmの 奥行 きを有す

る構 造 とな る.ま た,隠 蔽度3.0と は,約5.7cmの 奥

行きを有す る構造 とな る.

図-5　 隠蔽度 と分布標高(ヒザラガイ)

図-6　 隠蔽度 と分布標高(ヒ ドロ虫)

図-7　 隠蔽度と分布標高(カ ンザシゴカイ科)
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以上のことか ら,水 平 くぼみは隠蔽度3.0で 上

方 ・下方への固着生物生息域の拡大に充分な効果を

有 し,構 造的には開口部分よりやや深いくぼみで充

分に効果を発揮することが明らか となった.

5.　おわ りに

磯場における微地形の内,ノ ッチ ・ひさしによっ

て造られた水平くぼみの効果が地点固有の現象でな

く,少 なくとも相模湾周辺においては,水 平 くぼみ

が生物の生息場の拡大に寄与す ることが明 らか と

なった.ま た,水 平 くぼみの効果は,地 点や生物種

によってその効果の度合いが異なること,さ らに,

水平くぼみの規模は隠蔽度3.0で 固着生物に対 して

充分機能することが明らかとなった.な お,調 査時

においてカニなどの移動性生物の隠れ家 としては,

深い水平くぼみ(隠 蔽度が大きい)で 多 く見受けら

れた.

調査地点間において,平 坦部における分布域の違

いが顕著な生物種ほど水平 くぼみの効果が顕著に表

れたこと,浅 い くぼみでもその効果が表れること,

の2点 により水平くぼみは湿度の保持や遮光によっ

てその効果を有するのでなく,波 の減衰効果による

ものと推測される.

調査 目的 とした,水 平 くぼみの効果が地点 固有の

現象で はない ことは明 らか となったが,一 般的 な現

象で ある証 明までには至 らなかった.現 地調査 を広

範囲(例 えば,九 州 ・北海道)に 広げ ることに よ り一

般 性 を検証す るこ とが可能 と思われ る.今 後の研究

では,現 地 データの蓄積 が重 要である と考 える.ま

た,本 調査 時には付着珪藻 の採 取 も行 ってお り,出

現種 によ る分布 特性(垂 直分布 ・水 平 くぼみ の効

果)に 関 して報告す る予定 であったが,海 産付着珪

藻の種の 同定 が困難 を極 めたため,採 取サ ンプルの
一部 しか分析が進 まなかった .こ のため,付 着珪藻

の分析 を進 め,何 らかの形 で報告す る予定で ある.

謝辞:現 地調査 を行 うに当た りご配慮 いただいた三

浦漁 協小網代支所の三壁支所長,真 鶴 町漁 業協同組

合 の朝倉様 な らびに調査の際 ご協力 を頂 いた 日本大

学生物 資源 科学部海 洋資源科学科 の学生諸 氏に謝 意

を表す る.

参考文献

1) 檜 山博昭,大 塚哲哉,中 瀬浩太(2001):磯 場の微地形

の定量 的評価 の試 み,海 洋 開発 論文集,第17巻,

pp.165-168,
2) 時岡隆 ・原田英司 ・西村三郎(1972):海 の生態学,築

地書館,pp233-235.

―502―


